
自由塾町屋教室に学べ！

セミナーレポート

ブラボー先生®が教える、下町の寺子屋の快進撃
「10年先に花開く」勉強の土台づくりを
都電荒川線の町屋駅前のほど近く。教室の前に路面電車が通る、自由塾町屋教室。入って驚くのは、座卓

に向かって勉強をしている子どもたちの姿だ。その様子はまさに「THE寺子屋」。塾の中には元気な子ども

たちの声が響き、活気で溢れている。町屋教室は開塾当初から、都立中高一貫校受検対策に力を入れてお

り、思考力や作文力を高める指導は高く評価されている。「ニュース作文コンクール」全国大会には毎年多

くの入賞者を輩出。下町の塾として開校してから５年。早くも地域屈指の人気塾に成長している。

「
僕
自
身
、
自
由
塾
入
谷
教
室
の
卒

業
生
で
、
ず
っ
と
座
卓
で
勉
強
し
て
い

ま
し
た
。
だ
か
ら
塾
を
始
め
る
に
あ
た

っ
て
、
当
た
り
前
の
よ
う
に
座
卓
を
購

入
し
た
ん
で
す
」

そ
う
笑
顔
で
話
す
の
は
教
室
長
の
吉

元
和
彦
氏
。

吉
元
氏
の
「
思
想
表
現
」（
４
年
生
）

の
授
業
と
、
吉
澤
優
美
教
務
主
任
の

「
都
立
中
高
一
貫
校
論
文
の
授
業
」（
６

年
生
）
の
授
業
は
座
卓
で
行
わ
れ
て
い

た
。
思
考
力
や
表
現
力
が
必
要
な
高
度

な
内
容
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
生
徒
か
ら

次
々
と
発
言
が
飛
び
出
す
。
生
徒
の
や

る
気
を
引
き
出
す
指
導
力
は
も
ち
ろ
ん

だ
が
、
座
卓
の
リ
ラ
ッ
ク
ス
感
も
後
押

し
し
て
い
る
よ
う
だ
。

ま
た
、
個
別
指
導
の
隣
で
自
習
生
が

勉
強
す
る
な
ど
、
ボ
ー
ダ
ー
フ
リ
ー
に

学
習
で
き
る
の
も
イ
ス
の
な
い
座
卓
な

ら
で
は
。
イ
ス
と
テ
ー
ブ
ル
の
部
屋
も

あ
り
、
う
ま
く
使
い
分
け
ら
れ
て
い
る
。

現
在
生
徒
数
は
小
学
生
が
80
名
、

中
・
高
生
が
70
名
の
約
１
５
０
名
。
当

初
は
小
学
生
の
割
合
は
公
立
進
学
と
中

学
受
験
が
ほ
ぼ
半
々
だ
っ
た
が
、
年
々

中
学
受
験
を
目
指
す
生
徒
が
増
え
て
い

る
。同

教
室
で
は
都
立
中
高
一
貫
対
策
と

し
て
、
小
学
低
学
年
か
ら
「
こ
と
ば
の

学
校
」
と
パ
ズ
ル
を
、
４
年
生
で
準
備

ク
ラ
ス
「
思
考
表
現
」
の
授
業
を
行
い
、

５
年
生
か
ら
本
格
的
に
本
科
が
ス
タ
ー

ト
す
る
。
そ
の
他
、
私
立
中
学
受
験
コ

ー
ス
や
個
別
指
導
、
小
学
英
語
、
プ
ロ

グ
ラ
ミ
ン
グ
教
室
も
実
施
し
て
い
る
。

特
に
年
齢
に
合
っ
た
良
書
を
耳
で
聴

き
な
が
ら
読
み
、
ワ
ー
ク
に
取
り
組
む

「
こ
と
ば
の
学
校
」
は
大
人
気
で
、
こ

の
プ
ロ
グ
ラ
ム
目
当
て
に
開
校
か
ら
３

ヵ
月
で
80
名
も
入
塾
し
た
ほ
ど
だ
。
こ

の
時
多
か
っ
た
の
が
「
文
章
題
の
意
味

が
理
解
で
き
ず
、
算
数
が
で
き
な
い
」

と
い
う
相
談
だ
っ
た
。

「
こ
と
ば
の
学
校
は
、
漢
方
薬
の
よ

う
に
ゆ
っ
く
り
と
国
語
力
が
付
い
て
い

く
イ
メ
ー
ジ
。
受
講
生
は
語
彙
が
増
え
、

自
分
か
ら
本
を
読
む
よ
う
に
な
っ
て
い

ま
す
ね
。
特
に
、
都
立
中
高
一
貫
校
の

問
題
は
数
千
字
の
文
章
を
読
ん
で
、
最

後
に
４
０
０
字
前
後
の
作
文
を
書
か
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
の
で
、
そ
の
た
め

の
良
い
練
習
に
な
る
と
思
っ
て
い
ま

す
」
と
吉
元
氏
。

都
立
中
高
一
貫
校
の
論
文
の
授
業
は

「
荒
川
区
で
一
番
文
章
を
書
か
せ
る
授

業
」
を
目
指
し
、
様
々
な
テ
ー
マ
で
文

章
を
書
か
せ
て
い
る
。
取
材
中
で
は
、

ど
ん
な
題
が
出
さ
れ
て
も
す
ぐ
に
鉛
筆

を
取
り
、
書
き
進
め
て
い
く
生
徒
の
姿

が
印
象
的
だ
っ
た
。

●
指
導
の
ポ
イ
ン
ト
　

小
学
校
低
学
年
か
ら
、
こ
と
ば
の
学

校
で
国
語
力
を
養
成
。
適
性
検
査
に

対
応
で
き
る
思
考
力
・
表
現
力
を
身

に
付
け
さ
せ
る
。

　

自
由
塾
に
は
七
訓
が
あ
る
。「
礼
儀

正
し
く
す
る
」「
お
父
さ
ん
、
お
母
さ

ん
を
大
切
に
す
る
」「
友
達
と
仲
良
く

す
る
」「
先
生
の
話
を
よ
く
聞
く
」「
自

分
の
事
は
自
分
で
す
る
」「
時
間
を
守

り
、
大
事
に
使
う
」「
け
じ
め
を
つ
け
、

や
る
時
は
や
る
」
の
７
つ
だ
。
学
習
は

も
ち
ろ
ん
、
情
操
教
育
も
大
切
に
し
て

い
る
。

　
「
こ
こ
は
生
徒
が
自
分
で
考
え
て
勉

強
を
す
る
場
所
。
理
想
と
し
て
い
る
の

は
、
勉
強
の
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
で
す

ね
。
入
塾
相
談
で
は
『
う
ち
は
こ
う
い

う
塾
で
す
。
宿
題
も
多
い
の
で
、
覚
悟

し
て
来
て
く
だ
さ
い
』
と
伝
え
て
い
ま

す
。」
と
吉
元
氏
。

　

塾
の
方
針
を
し
っ
か
り
理
解
し
て
も

ら
う
た
め
、
体
験
授
業
は
１
ヵ
月
間

（
無
料
）。
入
塾
し
た
ら
そ
の
１
ヵ
月
分

の
月
謝
を
入
会
金
と
し
て
も
ら
う
シ
ス

テ
ム
を
取
っ
て
い
る
。

　

吉
元
氏
は
こ
こ
で
の
勉
強
は
「
10

年
先
に
花
開
く
土
台
づ
く
り
」
と
、

保
護
者
に
伝
え
て
い
る
。「
そ
れ
を
、

自
由
塾
の
中
島
正
浩
塾
長
は
『
後
伸

び
』
と
表
現
し
て
い
ま
す
。
特
に
都

立
中
高
一
貫
校
は
倍
率
も
高
く
、
痛

み
も
伴
う
受
検
で
す
。
だ
か
ら
こ
そ
、

例
え
不
合
格
で
あ
っ
て
も
、
こ
の
先

役
に
立
つ
勉
強
法
を
伝
授
し
た
い
と

思
っ
て
い
ま
す
」

●
指
導
の
ポ
イ
ン
ト
　

講
師
は
勉
強
の
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
。

10
年
先
に
役
立
つ
、
自
分
で
勉
強
で

き
る
人
間
に
育
て
る
。

吉
元
氏
は
今
、
母
親
と
の
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
に
力
を
注
い
で
い
る
。
そ

の
た
め
に
使
用
し
て
い
る
の
は
「
公
式

L
I
N
E
ア
カ
ウ
ン
ト
」
だ
。
教
室
か

ら
一
斉
に
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
送
る
こ
と
も

で
き
れ
ば
、
１
対
１
の
ト
ー
ク
も
で
き

る
。
24
時
間
受
付
け
て
お
り
、
吉
元
氏

の
と
こ
ろ
に
は
１
日
50
〜
60
件
、
保
護

者
か
ら
問
い
合
わ
せ
が
来
る
。

そ
の
他
、
社
内
で
は
情
報
共
有
ツ
ー

ル
と
し
て
「T

alknote

」
を
活
用
。
そ

こ
に
は
授
業
の
様
子
や
宿
題
忘
れ
な
ど
、

全
生
徒
の
デ
ー
タ
が
共
有
さ
れ
て
い
る
。

吉
元
氏
は
そ
れ
ら
を
チ
ェ
ッ
ク
し
、
保

護
者
に
公
式
L
I
N
E
ア
カ
ウ
ン
ト
を

使
い
「
宿
題
を
や
っ
て
い
ま
せ
ん
ね
」

と
す
か
さ
ず
連
絡
を
入
れ
る
。

「
使
っ
て
い
る
の
は
デ
ジ
タ
ル
技
術

で
す
が
、
血
の
通
っ
た
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
を
し
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

生
徒
と
塾
と
家
庭
。
三
方
よ
し
で
な
い

と
、
学
力
は
伸
び
て
い
き
ま
せ
ん
。
ほ

か
に
も
保
護
者
に
は
週
１
回
は
メ
ル
マ

ガ
を
送
る
な
ど
の
ケ
ア
を
し
て
、
サ
イ

レ
ン
ト
ク
レ
ー
マ
ー
や
退
塾
者
を
出
さ

な
い
よ
う
に
し
て
い
ま
す
」
と
吉
元
氏
。

現
在
、
同
教
室
は
あ
ま
り
の
人
気
に

満
杯
状
態
。
近
く
に
新
し
い
教
室
を
出

し
た
い
と
考
え
て
い
る
。

「
プ
ラ
ン
は
２
つ
あ
り
ま
す
。
１
つ

は
今
と
は
全
く
違
う
業
態
の
塾
で
す
。

総
合
カ
ウ
ン
タ
ー
が
あ
っ
て
、
I
C
T

教
材
や
施
設
は
使
い
放
題
。
基
本
は
自

主
学
習
で
す
が
、
希
望
す
れ
ば
個
別
指

導
が
受
け
ら
れ
る
。
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
ジ

ム
や
サ
ロ
ン
の
よ
う
な
イ
メ
ー
ジ
で
す

ね
。

も
う
１
つ
は
ビ
デ
オ
会
議
シ
ス
テ
ム

「
Z
o
o
m
」
を
使
っ
た
、
遠
隔
地
の

生
徒
と
の
双
方
向
授
業
で
す
。
以
前
、

不
登
校
の
生
徒
を
こ
の
方
法
で
指
導
し

た
こ
と
が
あ
る
の
で
す
が
、
そ
う
し
た

生
徒
は
早
い
時
間
帯
に
指
導
が
で
き
る

の
で
、
可
能
性
を
感
じ
て
い
ま
す
」

２
０
２
０
年
３
月
に
は
吉
元
氏
初
め

て
の
著
書
『〝
今
の
倍
ほ
め
て
け
ば
、

き
っ
と
子
ど
も
は
の
び
の
び
育
つ
〞と

い
う
本
書
の
要
約
の
よ
う
な
仮
説
と
、

ブ
ラ
ボ
ー
な
５
つ
の
キ
ー
ワ
ー
ド
』
を

上
梓
す
る
予
定
。
自
由
塾
町
屋
教
室
の

躍
進
は
こ
れ
か
ら
も
続
き
そ
う
だ
。

●
運
営
の
ポ
イ
ン
ト
　

公
式
L
I
N
E
ア
カ
ウ
ン
ト
を
使
い
、

保
護
者
と
密
に
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
。
退
塾
者
を
防
ぐ
。

自由塾町屋教室（東京都荒川区）

教室長 吉元 和彦さん
プロフィール
1976年３月生まれ。43歳。長崎県生まれの浅草育ち。
小学校５年生の時、自由塾入谷教室に入塾。米国
Davis & Elkins College演劇学部演劇学科卒業。帰国
後、俳優活動をする傍ら自由塾の講師を務める。
2014年２月、町屋に自由塾町屋教室を開校（自由塾
FC）。現在、YouTube チャンネル「下町塾長会議」
にも出演中。ニックネームは生徒をほめる時の「ブラ
ボー」から「ブラボー先生®」。

小学４年生を対象にした吉
元氏の「思想表現」の授
業。中学受験の有無にか
かわらず、考える力を養う授
業を展開している

都立中高一貫校論文の
授業では、「無人島に１
人。あなたはどう過ごしま
すか」など様々なテーマ
で、一文ずつ書いては隣
の人に回し、１つの作文を
完成させるというユニーク
な授業が行われていた

共通共通 共通共通

国
語
力
が
ぐ
ん
ぐ
ん
伸
び
る

荒
川
区
で
一
番
文
章
を
書
か
せ
る
塾

「
宿
題
や
っ
て
い
ま
せ
ん
ね
」

L
I
N
E
で
保
護
者
と
密
に
連
絡

塾
は
自
分
で
考
え
て
勉
強
す
る
場

体
験
授
業
は
１
ヵ
月
間

自由塾町屋教室の外観。自
転車を停められるスペースが
十分に確保されている

１対１の小学英語
のレッスンの様子。
指導しているのは
吉元氏の奥様で、
ルーマニア出身の
吉元IULIANAさん

ことばの学校で、
集中して本を読む
子どもたち。受講
中は講師が１人付
いて、生徒をサポ
ートする
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